
　ラテン語の“メディア（中間・仲立）”という言葉は，16 世紀後期の社会で

使われ始め，20 世紀前期には人間のコミュニケーションを助ける新聞・雑誌・

ラジオ・テレビが代表する“マスメディア”を意味するようになった。また，

20 世紀後期の情報通信技術の著しい発展によってメディアは社会変革の原動

力に不可欠な存在までに押し上げられた。著明なメディア論者マーシャル・マ

クルーハンは彼の著書『メディア論─人間の拡張の諸相』（栗原・河本　訳，

みすず書房，1987 年）のなかで，“メディアは人間の外部環境のすべてで，人

間拡張の技術であり，われわれのすみからすみまで変えてしまう。人類の歴史

はメディアの交替の歴史ともいえ，メディアの作用に関する知識なしには，社

会と文化の変動を理解することはできない”と示唆している。

　このように未来社会におけるメディアの発展とその重要な役割は多くの学者

が指摘するところであるが，大学教育の対象としての「メディア学」の体系化

は進んでいない。東京工科大学は理工系の大学であるが，その特色を活かして

メディア学の一端を学部レベルで教育・研究する学部を創設することを検討

し，1999 年 4 月世に先駆けて「メディア学部」を開設した。ここでいう，メ

ディアとは「人間の意思や感情の創出・表現・認識・知覚・理解・記憶・伝

達・利用といった人間の知的コミュニケーションの基本的な機能を支援し，助

長する媒体あるいは手段」と広義にとらえている。このような多様かつ進化す

る高度な学術対象を取り扱うためには，従来の個別学問だけで対応することは

困難で，諸学問横断的なアプローチが必須と考え，学部内に専門的な科目群

（コア）を設けた。その一つ目はメディアの高度な機能と未来のメディアを開

拓するための工学的な領域「メディア技術コア」，二つ目は意思・感情の豊か

な表現力と秘められた発想力の発掘を目指す芸術学的な領域「メディア表現コ
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ii　　　「メディア学大系」刊行に寄せて　

ア」，三つ目は新しい社会メディアシステムの開発ならびに健全で快適な社会

の創造に寄与する人文社会学的な領域「メディア環境コア」である。

　「文・理・芸」融合のメディア学部は創立から 13 年の間，メディア学の体系

化に試行錯誤の連続であったが，その経験を通して，メディア学は 21 世紀の

学術・産業・社会・生活のあらゆる面に計り知れない大きなインパクトを与

え，学問分野でも重要な位置を占めることを知った。また，メディアに関する

学術的な基礎を確立する見通しもつき，歴年の願いであった「メディア学大

系」の教科書シリーズを刊行することになった。この「メディア学大系」の教

科書シリーズは，特にメディア技術・メディア芸術・メディア環境に興味をも

つ学生には基礎的な教科書になり，メディアエキスパートを志す諸氏には本格

的なメディア学への橋渡しの役割を果たすと確信している。この教科書シリー

ズを通して「メディア学」という新しい学問の台頭を感じとっていただければ

幸いである。

　2013 年 1 月

東京工科大学　　　　　　　　
メディア学部　初代学部長　
前学長　　　　　　　　　　

相磯秀夫　
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　メディア学という新しい学問領域は文系・理系の範ちゅうを超えた諸学問を

横断して社会活動全体にわたる。その全体像を学部学生に理解してもらうため

に，大きく 4領域に分け，領域ごとに分冊を設け，メディア学の全貌を巻単位

で説明するのが「メディア学大系」刊行の趣旨である。各領域の該当書目をつ

ぎに示す。

　第 1巻『メディア学入門』において，メディアの全体像，メディア学の学び

の対象，そしてメディア学 4領域について理解したうえで，興味がある領域に

ついて関連する分冊を使って深く学習することをお勧めする。これらの領域

は，メディアのコンテンツからサービスに至るまでのつながりを縦軸に，そし

て情報の再現性から一過性に及ぶ特性を横軸として特徴付けられる四つの領域

に相当する。このように，メディア学の対象領域は平面上に四つの領域に展開

し，相互に連続的につながりを持っている。また，学習効果を上げるために，

第 10 巻『メディア ICT』を活用し，メディア学を支える基礎技術から周辺関

連技術までの知識とスキルを習得することをお勧めする。各巻の構成内容およ

び分量は，半期 2単位，15 週，90 分授業を想定し，各章に演習問題を設置し

「メディア学大系」の使い方

領　　域 該当書目

コンテンツ創作領域 第 2巻　『CGとゲームの技術』
第 3巻　『コンテンツクリエーション』

インタラクティブメディア領域 第 4巻　『マルチモーダルインタラクション』
第 5巻　『人とコンピュータの関わり』

ソーシャルメディアサービス領域 第 6巻　『教育メディア』
第 7巻　『コミュニティメディア』

メディアビジネス領域 第 8巻　『ICTビジネス』
第 9巻　『ミュージックメディア』

（2013 年 2 月現在）
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iv　　　「メディア学大系」の使い方　

て自主学習の支援をするとともに，問題によっては参考文献を適切に提示し，

十分な理解ができるようにしている。

　メディアに関わる話題や分野を理解するための基本としては，その話題分野

の特性を反映したモデル化（展開モデル）を行い，各話題分野の展開モデルに

ついて基本モデルに照らしてその特性，特異性を理解することである。メディ

ア学の全体像を理解してもらうために，基本モデルと展開モデルとの対比を忘

れずに各分冊の学習を進めていただきたい。

　今後は，さまざまな形でメディアが社会によりいっそう浸透していくことに

なる。そして，人々がより豊かな社会サービスを享受することになるであろ

う。モバイル情報機器の急速な進展と相まって，これからのメディアの展開を

見通して，新たなサービスの創造に取り組んでいくとき，基本モデルをバック

ボーンとするメディアの理解は欠かせない。「メディア学大系」での学習を通

して，メディアの根幹を理解してもらうことを期待する。

　本シリーズ編集の基本方針として，進展目覚ましいメディア環境の最新状況

をとらえたうえで，基礎知識から社会への適用・応用までをしっかりと押さえ

ることとした。そのため，各分冊の執筆にあたり，実践的な演習授業の経験が

豊富で最新の展開を把握している第一線の執筆者を選び，執筆をお願いした。

　2013 年 1 月
 飯田　仁　
 相川清明　
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　本書の目標

　いつの時代においても，人はひとりで生きることはできなかった。コミュニ

ティは人に，生存のための「場」，他の人とともに生きる「場」，コミュニケー

ションのための「場」を与えるものである。ゆえに，人にとってコミュニティ

は本質的に重要である。

　コミュニティの歴史は人類の歴史とともに長いが，その実現形や役割は時代

とともに大きく変わってきた。20 世紀半ばまでのコミュニティは，主として

地理的に近くにいる人々とともに，食料の生産・獲得活動を行うために形成す

るものだった。近くの人々とコミュニティを形成していたのは，個人が自由に

使えるメディアが未発達であったために，遠隔地にいる人々と連絡をとり合う

ことが難しかったためである。

　しかし，インターネットの登場は，この状況を大きく変えた。インターネッ

ト以前にも，狼
のろし

煙，手紙，書籍，電話，ラジオ，テレビといったメディアは存

在した。だが，インターネットほど，個人を一対一のみならず一対多，多対多

でリアルタイムにつなぎ，多くの人が参加するコミュニティを円滑に運営可能

にするメディアはなかった。インターネットは，コミュニティから場所の制約

を取り払い，グローバルな広がりをコミュニティに与えた。コミュニティのメ

ンバーをつなぐメディア，すなわちコミュニティメディアとして，インター

ネットは大きな役割を果たすようになったといえる。

　コミュニティの変化にはもう一つ別の要素が影響している。人々の生産活動

の変化である。現代は，農業や工業よりも，情報産業やサービス産業が産業の

中心に位置する時代になった。情報産業における生産活動は，立地に縛られる

ことがなく，インターネット上のコミュニティで行うことができる。ゆえに，
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vi　　　ま 　 え 　 が 　 き　

インターネットコミュニティは，多くの人とともに創造を行う場，すなわち

「価値創造の場」として機能し始めた。結果として，コミュニティの重要性は

ますます増している。

　だが，現代のインターネット上のコミュニティだけを見ていても，コミュニ

ティの本質はわからない。本質がわからなければ，21 世紀にふさわしい新し

いコミュニティを構想し，つくることはできない。そこで，本書は，歴史をさ

かのぼり，さまざまなコミュニティとメディアについて吟味することから始め

る。そして最終的に，人間の創造力を最大限に発揮することができる 21 世紀

型コミュニティの可能性について考察していく。

　コミュニティとは何か

　コミュニティについて考察するにあたり，最初に，コミュニティという言葉

の意味について確認しておこう。英語の communityには，地域共同体の意味

があり，ラテン語の communisを語源としている。communis という言葉は，

com「～とともに」と munis「分担した」という二つの部分からなり，「共同

の，共有の」，「義務をともに果たす」という意味がある 1）†。語源からは，コ

ミュニティとは，生きるために必要な仕事を積極的に分担し合い，たがいに奉

仕し合うような，強いコミットを求める関係性を意味する語であることがわか

る。コミュニティの研究者である広井良典2）は，コミュニティのこうした側面

に着目して，コミュニティを，「構成メンバーの間に一定の連帯ないし相互扶

助（支え合い）の意識が働いているような集団」であると定義している。

　しかし，じつは，コミュニティという言葉を定義するのは簡単なことではな

い。コミュニティという語に対しては，さまざまな定義がなされており，少な

くとも 94 種類の定義があることが確認されている3），4）。

　多くの人がコミュニティについて考察し，定義してきたが，近代において，

コミュニティという概念を最初に学問的に提起したのは，社会学者 R.M.マッ

†　肩付き数字は各章末の注釈番号を表す。
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キーヴァー（Robert Morrison Maclver）5）であるといわれている。マッキー

ヴァーは，コミュニティを集団としてまとめているのは，参加しているという

感情，自分の果たすべき役割があるという感情，そして，コミュニティに依存

する感情であると述べている3），4），6），7）。

　マッキーヴァーはまた，コミュニティに対する概念として，アソシエーショ

ンという概念をおいた。コミュニティは，マッキーヴァーによれば，人間が同

じ地域にいることが大前提となっている。これに対し，アソシエーションは，

ある共同の関心のためにつくられた社会生活の組織を指し，同じ地域にいるか

どうかは問題にはならないとした。

　だが，現在では，この定義は変化した。コミュニティが地域に根ざした活動

であるということはもはやできない。メディアを通したコミュニケーションが

活発になったこと，産業構造が変わり，農業よりも第二次，第三次産業で働く

人が増えた結果，農村を離れて都市で働く人が増えたこと，などにより，地域

に根ざした活動の重要度は減った3），4），6），7）。いまや，人々は生まれた地域にお

ける人間関係，社会関係に縛られることなく，自分が望む人間関係，社会関係

を実現するために，活動の場を自分で選び，活動することが多くなった。それ

ゆえ，コミュニティとアソシエーションの概念は融合した。結果として，コ

ミュニティの定義から，「地域に根ざした」という要素が取り払われたという

ことができるだろう8），9）。

　以上のように，地域に縛られることが少なくなった結果，コミュニティの活

動は大きく広がり，自由度は増した。しかし，課題がないわけではない。広井

良典は，戦後の日本では，農村から都市への移動が進んだが，人々は孤立を深

めていると指摘している。そして，日本社会における最大の課題は，個人と個

人がつながるようなコミュニティないし関係性というものをいかにつくってい

くかにあるとしている10）。

　なぜいまコミュニティなのか

　つぎに，現代日本におけるコミュニティの意義について考える。日本人は，
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2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災以降，コミュニティの重要性をより

深く認識したように思われる。大震災の発生後，地域コミュニティは，人々の

救援，復興に大きな役割を果たしたからである。それと同時に，インターネッ

ト上のコミュニティも大きな役割を果たした。ツイッター（Twitter）やフェ

イスブック（Facebook）といったネットコミュニティの情報伝達力，人々を

つなぐ力が注目された。インターネット普及以前でも，人々は郵便や電話など

のメディアによってコミュニケーションをしていたが，リアルタイムのコミュ

ニケーション，特に一対多，多対多では望めなかった。しかし，インターネッ

トを活用すれば，リアルタイムのコミュニケーションが容易に可能となり，ま

た，情報をコミュニティに対し広く拡散することも簡単になった。時間との戦

いになるような災害現場ではその効果は絶大であった。つまり，メディアが高

度に発達した結果，コミュニティの力も大きくなり，現代社会において，コ

ミュニティが改めて注目を集めるようになったということができる。

　メディアとは，コミュニティメディアとは何か

　注目を集めるコミュニティだが，コミュニティの形成，運用にあたってはメ

ンバーとなる人々をつなぎ，コミュニティにおいて創造された最新の知見を世

界に対して発信するメディアが重要な役割を果たす。そこでつぎに，メディア

という言葉の意味について考えてみよう。

　英語の media（複数）という言葉は medium（単数）の複数形である。

mediumの語源はギリシア語，ラテン語の mediusであり，神様からのメッセー

ジを運ぶ人のことを意味した。現在では mediaは「中間」，「媒体」，「媒介物」，

「手法」，「マスコミ」といった意味で用いられる11）。なお本書では，メディア

を「発信者から受信者へメッセージを運ぶ媒体」であり，「最新の情報を世界

に発信する媒体」であり，さらに本シリーズ第 1巻『メディア学入門』におい

て示されたように「送り手と受け手も含めた全体」と考えている。

　また，本書では，コミュニティメディアを「コミュニティのメンバーをつな

ぐメディア」であり，「コミュニティにおいて創造された最新の知見を世界に
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対して発信するメディア」であり，さらには，「コミュニティメンバーとの共

同作業により，世界のさまざまな課題を解決するためのメディア」である，と

定義して議論を進めていく。

　本書の構成

　本書では，コミュニティを，都市のコミュニティ（第Ⅰ部），関心に基づく

コミュニティ（第Ⅱ部），インターネットコミュニティ（第Ⅲ部）の三つに分

けて解説していく。

　第Ⅰ部では，都市のコミュニティについて扱う。地域コミュニティのなかで

も，都市化の進む現在，都市のコミュニティの持つ重要性が増しているからで

ある。都市コミュニティについて深く知るため，まず，歴史をさかのぼり，地

域コミュニティとしての都市がどのように発展してきたのか，古代ギリシアか

ら眺めてみる。つぎに，市民とは何か，ソーシャルキャピタルとは何かについ

て見たあと，クリエイティブクラスがつくるクリエイティブシティについて吟

味する。そして，地域コミュニティによる文化の形成と支援と産業クラスター

について見たあと，地域メディアを活用したコミュニケーションについて確認

する。

　なお，都市は，人々が集まるコミュニティとして重要であるが，もう一つ，

都市には，「都市そのものがメディアである」という特性がある。

　都市は，建物・本といった記憶装置，さらには人間を用いることにより，文

化を世代から世代へと継承してきた。こうした意味で都市はもともと，記憶媒

体，コンピュータと同じ機能を持つものであり，「メディア」であった12）。こ

の都市の本質，すなわち，メディアであるという性質が，インターネットとコ

ンピュータの進歩によって，より華々しく展開しているのが現代の情報社会に

おける都市の姿である。

　同時に，現実の都市だけでなく，インターネット内の仮想の都市も出現し発

展している。仮想都市の重要性はますます増し，そのなかだけですべての活動

を行い，人生を過ごせる時代も近づいている。
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　続く第Ⅱ部では，関心に基づくコミュニティとそのメディアについて論じ

る。さまざまな関心に基づき，人々はコミュニティを形成し，社会的な活動を

繰り広げている。そのなかから，非営利団体のコミュニティ，医療のコミュニ

ティ，プロフェッショナルコミュニティ，企業における知識コミュニティを取

り上げ，詳述する。

　第Ⅲ部では，メディアとしてのインターネットと，インターネットコミュニ

ティについて扱う。具体的にはソーシャルメディア，市民ジャーナリズム，イ

ンターネットコミュニティで行われる創作活動，オープンイノベーション，そ

して，インターネットとグローバル市民社会について詳しく見ていく。

　しかし，これら三つのコミュニティ（都市コミュニティ，関心に基づくコ

ミュニティ，インターネットコミュニティ）は，ばらばらに存在するのではな

く，重なり合って展開している（図）。

図　本書で考えるコミュニティ

都市のコミュニティ

インターネット
コミュニティ

関心に基づく
コミュニティ

　例えば，都市のコミュニティのなかには国際協力やスポーツなどの共通の関

心に基づくコミュニティがあり，インターネットコミュニティのなかには都市

別のコミュニティがある。さらに，都市をベースにしつつ，共通の関心を基に

したインターネットコミュニティも存在する。

　読者におかれては，興味のあるところから読み始めていただき，コミュニ

ティについてご一緒に考えていただければ幸いである。

　2013 年 3 月

進藤　美希
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◆本章のテーマ
　第Ⅰ部の最初の章となる本章では，古代ギリシアから現代のバーチャルシティまで
の，都市の歴史と，コミュニティとしての，また，メディアとしての都市の存在意義
について考察していく。都市に関しては多くの研究があり，さまざまな定義がなされ
ている。自由で自律的な市民の共同体としての都市は古代ギリシアのポリスに見るこ
とができる。時代が下り，中世を迎えたヨーロッパでは，市壁に囲まれた都市が自治
権を獲得していた。ルネサンス期イタリアの都市においては，寛容で，自由な都市
フィレンツェで文化の華が開いた。そして，現代の都市は，産業革命以降巨大化し，
環境の悪化などの問題が発生した。その問題解決のためにどのような試みがなされた
かを見ていく。章の最後では，インターネット時代の情報都市と仮想都市，バーチャ
ルシティについて述べる。
◆本章の構成（キーワード）
1 .1 都市とは何か
 　市民の共同体，マックス・ウェーバー，ルイス・ワース
1 .2 都市化によりコミュニティはどう変化するか
 　農村社会，都市社会
1 .3 古代ギリシアのポリスと市民
 　ポリス，都市国家，市民，アテネ
1 .4 ヨーロッパ中世の都市と市民
 　コムーネ，市壁
1 .5 ルネサンス期イタリアの都市
 　ルネサンス，フィレンツェ，メディチ家，パトロネージュ
1 .6 現代の都市
 　メガシティ
1 .7 ヨーロッパの都市政策
 　環境の悪化，田園都市構想，輝く都市
1 .8 情報都市，メディアとしての都市
 　情報都市，仮想都市

◆本章を学ぶと以下の内容をマスターできます
　☞　都市とは何か
　☞　都市の発展の歴史
　☞　都市において何が課題になっているのか

1章 都 市 の 発 展
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　1 .1　都 市 と は 何 か　　　3

1 .1 都市とは何か

　「都市」とは何を意味する言葉だろうか。多くの人が集まっているところ，

国や地域の中心地，といった言葉が浮かんでくるだろう。日本語の「都市」と

いう言葉は，植田和弘によると，「都（みやこ）」と「市（いち）」を合成した

語である。このうち，「都」は政治の中心であることを意味した。一方，「市」

は経済の中心であることを意味した。つまり，日本語の「都市」は，政治と経

済の中心地であることを意味する語ということができる1）。

　一方，英語で都市の意味を持つ「シティ（city）」という語は，古代ローマ

の都市を意味する「キヴィタス（civitas）」が語源となっている。「キヴィタス」

は，自由な市民の共同体のことを意味する。さらに，その市民権を持つ者の集

まり，都市国家のことを意味する。すなわち，英語の都市とは，まず市民権を

持つ市民の共同体を意味し，そのうえで，市民の住む場所を含めた地域全体，

都市国家を意味していたことがわかる1）。語源からも，英語の「シティ」と日

本語の「都市」は同じではないことに注意が必要である。

　世界の都市の成り立ちはさまざまであるが，現代においては人々が都市に集

中して居住し始めているため，都市への関心は高く，都市とは何かを定義しよ

うとした研究者は多い。

　マックス・ウェーバー（Max Weber）2）は『都市の類型学』で，都市を，「防

衛施設，市場，裁判所を持ち，さらに，団体として，自律性，自主性を持つ都

市ゲマインデ（共同体）の団体的性格と，市民の身分的資格」としている。つ

まり，都市とは大集落であり，住民を守る設備や市場が存在し，市民という身

分が確立していることが特徴であると述べている。一方でウェーバーは，アジ

アでは，自律的な共同体や都市民という概念はなく，市民という身分，資格も

なかったと述べている3）。

　一方，ルイス・ワース（Louis Wirth）4）は都市を「社会的に異質な個人が集

まる，比較的大きな密度の高い恒常的な居住地である」と記している。また，

建築評論家ルイス・マンフォード（（Lewis Mumford）5）は「都市とは地域社会
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4　　　1 .　都 市 の 発 展　

の権力と文化の最大の凝集点である」といっている1）。これに対し，社会学者

のロバート・E・パーク（Robert Ezra Park）6）は，場というよりも住民に注目

し，「都市とは建物の集合体ではなく，精神の一つの状態である」 と定義した7）。

　以上のように，都市には多くの定義があるが，ヨーロッパ的な都市では市民

権を持つ自立した市民という存在が確立していたのに対し，日本を含むアジア

ではそうではなく，人々の大きな集まりといったところに力点があるのには注

意がいる。都市とは何かを考える際，もう一つ忘れてはならないのは，都市と

はメディアそのものであるということである。都市はメディアとして，人々を

つなぎ，また，情報を仲介する場，ネットワークとして機能してきた点にも注

目する必要があるだろう。この点については 1 .8 節で詳しく述べる。

　以上述べた都市のさまざまな定義について表 1 .1に示す。

表 1 .1　都市のさまざまな定義〔出所：注釈 1）～ 7）より作成〕

項 目 都市の定義
日本語の「都市」 政治と経済の中心地
英語の「city」 市民権を持つ市民の共同体
マックス・ウェーバーの定義 ・防衛施設，市場，裁判所がある

・自律性，自主性を持つ
・市民の身分的資格

ルイス・ワースの定義 社会的に異質な個人が集まる，比較的
大きな密度の高い恒常的な居住地

ルイス・マンフォードの定義 地域社会の権力と文化の最大の凝集点
ロバート・E・パークの定義 精神の一つの状態

1 .2 都市化によりコミュニティはどう変化するか

　さて，コミュニティメディアについて論じる本書の冒頭で，都市コミュニ

ティについて扱うのは，前述したように，都市がメディアそのものであるとい

う理由が大きいが，もう一つ，世界的に都市，都市コミュニティの重要性が増

しているからという理由がある。

　近代から現代にかけて，世界で都市化が進んだのは，産業の中心が，農業な
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　1 .3　古代ギリシアのポリスと市民　　　5

どの第一次産業から工業，商業，サービス業へと変化したからである。第一次

産業が中心であった時代には，住んでいる場所がすなわち働く場所であった。

つまり，家と畑は隣接しており，農村のなかで地縁，血縁をベースとした非常

に強いつながりがつくられていた。ゆえに，コミュニティへの参加は強制的な

ものであり，生きていくためには参加しなければならなかった。

　しかし，工業，商業，サービス業に就業するために，人々が向かっていった

都市は，農村とはまったく異なる場であった。都市では，親族とまとまって暮

らしたりはしない。隣の部屋に住んでいる人が誰であるかを知らないこともよ

くある。農村社会から都市社会へ変化していくなかで，人々はまったく新しい

コミュニティに投げ込まれることになった。

　都市化によるコミュニティの変化について研究者はどのような指摘をしてい

るだろうか。ワースは，都市には流動的で孤独な都会人が集まり，人々の親密

な関係はなくなっていくと考えた（『コミュニティ衰退論』，1938 年）。これに

対し社会学者ウィリアム・フート・ホワイト（William Foote Whyte）8）は，都

市でも親密な人間関係は存続すると考えた（『コミュニティ存続論』）。さらに

バリー・ウェルマン（Barry Wellman）9）は，都市でも親密な人々のネットワー

クが存続すると考えた（『コミュニティ解放論』）10）。このように，研究者の見

解は一様ではないようである。

1 .3 古代ギリシアのポリスと市民

　つぎに，都市についてさらに深く考えるため，都市の起源について歴史をさ

かのぼっていくことにしよう。最も古い都市の遺跡であろうといわれているの

は，紀元前 6000 年頃に成立したチャタル・ヒュユク遺跡である。さらに，紀

元前 3500 年頃から，ナイル川，チグリス・ユーフラテス川，インダス川，黄

河の大河流域には，エジプト文明，メソポタミア文明，インダス文明，黄河文

明のいわゆる四大都市文明が発展したことが知られている1）。

　しかし，古代において最も代表的な都市コミュニティということができるの
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は，古代ギリシアのポリスではないだろうか。ポリスとは紀元前 8世紀頃から

紀元前 5世紀頃までに多数成立した古代ギリシアの都市国家のことである。ポ

リスは都市を核とし，周囲に領地としての農村，田園地帯を有していた。これ

はギリシア人が生み出した非常にユニークなコミュニティであった11）。

　ポリスは，紀元前 8世紀頃までは貴族が支配していたが，紀元前 7世紀頃か

ら，この体制に変化が訪れた。アテネに紀元前 6 世紀に登場したソロン

（Solon）12）は，さまざまな改革，民主化を行い，裁判制度を始めるなどした。

さらに，クレイステネス（Cleisthenes）13）が民衆の地位を向上させる法律をつ

くるなどした結果，紀元前 5世紀には民主制が形づくられていった。アテネに

はいまも多くの観光客を集めるアクロポリスのパルテノン神殿があるが，これ

は紀元前 432 年に完成しており，まさに民主制時代のポリスの生んだ遺産とい

うことができよう。なお，ギリシアでは，アテネをはじめとしたそれぞれのポ

リスは，独立した国家であり，たがいに競い合う関係にあった11）。

　では，このポリスではどのような生活が営まれていたのだろうか。平均的な

ポリスの人口は数～数十万人で，市民とその家族，市民権のない外国人など

と，奴隷からなっていた。街の中心にはアゴラと呼ばれる広場があった。この

アゴラが市民のための集会の場となった。アゴラは，都市というメディアの中

心，ハブとしての役割を果たしていた。

　ポリスが世界史に名を残したのは，しかし，アゴラという場所の存在のため

ではなく，都市の運営に参加する市民の存在によるものであった。都市を支

え，動かすための役職には市民が交代で就任し仕事を分担するしくみがとられ

ていた。また，特定の人へ権力が集中しすぎないように，役職の任期を短く定

めたり，抽選制によって決めるなどの工夫がなされていた11）。

　代表的なポリスであるアテネの政治は，市民が誰でも参加可能な民会によっ

て決定された。民会とともにおかれていた 500 人評議会の権能は非常に大き

かったが，権限が一人の人間に集中しないように工夫がされていた。具体的に

は，議員の任期は 1年限りで，一生のうちに選出され得るのは二度までに制限

されていた。つまり，アテネの都市コミュニティにおいては，市民の間では，
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きわめて平等といってよい関係がつくり上げられ，市民は自律していた。ま

た，市民たちは気質的にも他人に使われることを嫌い，独立して仕事をするこ

とを選んでいた。

　以上のように，アテネでは市民間での差別はほとんどなくなっていった。し

かし一方で，アテネ市民となることそれ自体が特権となっていた。市民，つま

り都市のフルメンバーとして参政権を持つことができ，敬意を持って扱われた

のは，一定の土地を所有する成年男子だけだった14）。

　ポリスには，市民になることができない人々として外国人と奴隷，そして女

性がいた。外国人は人頭税を払えば保護を受け，自由に仕事や学問を行うこと

ができたが，参政権がなかったのはもちろんのこと，不動産の所有権も認めら

れていなかった。しかし従軍の義務はあった。こうした外国人に対する不平等

な扱いが続くことで，結果的に，ポリスは開放性を失い，閉鎖的性格を濃くし

ていった11）。

　奴隷に関しては，アテネ最盛期の人口 20 万～ 30 万人のうち，10 万人程度を

占めていた。なお，市民は 4万人程度であった15）。奴隷は市民の所有物として扱

われたが，生活のあらゆる場面に不可欠の存在で，労働の重要な担い手であった。

民主的な都市コミュニティが成立した紀元前 5世紀前後のアテネは，非常に高

度に奴隷制度が発達した社会でもあったのである。市民が大きな自由を手にし

ていた反面，多くの奴隷を活用する社会であったということは，ポリスにおける

民主制が，いま私たちが考える民主制とは異なるものであったことを示している11）。

　女性に対する扱いも現代とは大きく異なり，男女平等はまったく実現してい

なかった。つまり，市民という言葉から私たちが想像するものとは違ってい

た。市民とは，ポリスにおいては，特権を持つ自国民の男性のことを意味して

いた7）。

1 .4 ヨーロッパ中世の都市と市民

　さて，ポリスから時代が下り，中世を迎えたヨーロッパでは，都市と市民は
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